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論文審査の結果の要旨 
 
ダイナミカルシステムの多くは何らかの非線形性を有し，幅広い動作範囲での高度な制御や正確な解析を実現するに
は，非線形性を近似なしに扱うことが必要である。しかしながら，非線形ダイナミカルシステムに対する解析と制御
の実用的かつ一般的な方法論は確立されておらず，特殊なシステムに限定された理論か形式的な拡張に止まっている。
それに対し，本論文は，可換環論と代数幾何学を応用することで，十分な一般性を持ちつつ比較的実用的な新しい方
法論を提案し，以下のように多岐にわたる成果を得ている。 
（１） 多項式システムの大域的可観測性と局所可観測性に対して，有限個の多項式の共通零点集合に基づく必要
十分条件を与えている。その導出には，環の局所化やアフィン多様体の極小分解を用いている。 
（２） 多項式システムの大域的可到達性に対して，有限個の多項式の共通零点に基づく十分条件を与えている。
その導出には多項式写像の全射性と単射性に関する性質を利用している。 
（３） 多項式システムの有限時間安定性に対する必要十分条件を与えている。その導出には環の次元論を用いて
おり，線形写像に対するCayley-Hamiltonの定理を拡張した簡明な定理を得ている。 
（４） 最適制御問題などに現れるHamilton-Jacobi方程式が時刻と状態の有理型関数からなる場合に，代数的勾配
解が存在するための必要十分条件を与えている。可換環のイデアルの性質を利用して，代数的勾配解の存
在がH不変かつ包合的な0次元根基イデアルの存在と同値であることを示している。 
これらの結果は従来の方法では得られない新規性の高いものであり，また，非線形ダイナミカルシステムの解析と制
御における基礎的な知見であることから応用範囲も広い。したがって，本論文は，システム理論ならびに制御工学の
発展に寄与するところが大きく，博士（工学）の学位論文として価値のあるものと認める。 
 
 
